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宗
祖
降
誕
会
法
要

浅
井
佐
総
代
就
任

　

昨
年
退
任
さ
れ
た
白
田
尚
則
前
総
代
長
の
後
任
と
し
て
、
今
年
三
月
、

本
町
の
浅
井
佐
様
が
ご
快
諾
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

【
議
題
】①
平
成
二
十
九
年
度
門
徒
講
金
決
算
報
告
、
②
平
成
三
十
年
度
門

徒
講
金
予
算
案

　

③
総
代
の
増
員
に
つ
い
て

　

現
在
十
名
の
総
代
数
で
す
が
、
今
後
の
施
設
計
画
（
第
二
納
骨
堂
）

や
法
座
の
活
性
化
を
目
的
に
、
増
員
す
る
事
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

つ
い
た
ち
礼
拝―

毎
月
一
日
・
午
前
９
時
よ
り
45
分
間―

【
正
信
偈
和
讃
・
法
話
】

日　

時

ご
講
師

お
世
話
人
地
区 御

案

内

　

親
鸞
聖
人
ご
降
誕
を
ご
縁
と
し
た
法
座
で
す
。
賑
々
し
く
と
り
お

こ
な
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ど
う
ぞ
ご
参
詣
く
だ
さ
い
。

中
島 

 

昭
念 

師
（
美
祢
市
）

●
参
拝
セ
ッ
ト
（
念
珠
、
聖
典
、
式
章
、
聴
聞
カ
ー
ド
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

…
全
地
区
。

く
じ
引
き

                   
…
二
日
目
の
御
満
座
後
、
ご
降
誕
の
祝
賀
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
バ
ー
ス
デ
ー
く
じ
引
き
」を
行
い
ま
す
。素
敵
な
景
品
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

5
月
　
日（
木
）

24

昼
　
時
半
〜
　
時
半

夜
　
時
半
〜
　
時

13

15

19

21

13

15

25

8
　
　
日（
金
）

昼
　
時
半
〜
　
時
半

二
月
二
十
七
日
御
往
生　

  

松
崎　
　

清
水
ア
ヤ
子 

様
（
99
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

清
水　
　

宏 

様

三
月
一
日
御
往
生　
　
　

  

保
津　
　

上
田　
　

賢 

様
（
90
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

上
田　

浩
之 

様

三
月
一
日
御
往
生　
　
　

  

郷　
　
　

土
井　

和
久 

様
（
87
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

土
井　

浩
二 

様

三
月
十
八
日
御
往
生　
　

  

由
宇　
　

玉
中　

政
子 

様
（
99
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

前
田　

令
子 

様

三
月
十
八
日
御
往
生　
　

  

泉
迫　
　

時
藤　

伸
恵 

様
（
87
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

時
藤　

和
久 

様

三
月
二
十
日
御
往
生　
　

  

黒
磯　
　

石
田　

知
子 

様
（
85
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

東
山　

和
枝 

様

三
月
二
十
日
御
往
生　
　

  

南
町　
　

吉
兼　

光
雄 

様
（
73
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

吉
兼　

伸
子 

様

四
月
四
日
御
往
生　
　
　

  

新
町　
　

竹
原　

修
一 

様
（
87
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

竹
原　

俊
明 

様

四
月
十
日
御
往
生　
　
　

  

本
呂
尾　

村
重　

悌
夫 

様
（
79
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

村
重　

良
子 

様

五
月
六
日
御
往
生　
　
　

  

川
西　
　

中
野　

澄
江 

様
（
70
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

喪
主　

中
野　

冬
美 

様

み
仏
に
い
だ
か
れ
て
〔
葬
儀
勤
修
〕

　
恒
例
の
バ
ル
ー
ン
や
輪
投
げ
に
加
え
、
今
年
は
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
ガ
ラ

ガ
ラ
も
あ
り
ま
し
た
。
夕
方
六
時
に
献
灯
式
。
動
画
『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
本

箱
―
四
門
出
遊
―
』（
作
成
：
真
宗
大
谷
派
大
坂
教
区
）
を
観
賞
し
ま
し
た
。

【
参
加
者
】
三
十
五
名
、【
ス
タ
ッ
フ
（
専
徳
寺
倶
楽
部
）】
浅
井
佐
、岡
崎
福
美
、

小
方
基
史
、
賀
屋
国
昭
、
岸
井
清
市
、
吉
柴
伸
一
、

木
戸
久
夫
、
白
田
直
則
、
多
山
博
通
、
半
田
正
昭
、

増
本
真
一
、
村
中
悟
、
森
上
博
之

花
ま
つ
り
行
列 

第
五
回
光
の
祭
典
（
四
月
七
日
）

※
カ
レ
ン
ダ
ー
と
異
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

定
例
総
代
会
（
四
月
二
十
五
日
）
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2018（平成30）年度
門徒講金予算

収入

費　　　目

歳 出 合 計

予算額
納　付　金
　本　山
　教　区
　組
印刷費
通信費
カレンダー費
教化助成費
　総　代
　仏　婦
　仏　壮
　キッズサンガ
事　務　費（※1）
振込手数料
火災保険（※2）
白アリ駆除（※3）
門徒会館耐震費
核家族対策費
予備費

790,000 
440,000 
310,000 
40,000 
200,000 
200,000 
121,000 
240,000 
80,000 
80,000 
50,000 
30,000 
20,000 
30,000 
748,463 
100,000 
700,000 
10,000 
265,537  
3,325,000 

１

２
３
４
５

６
７
８
９
10
11
12

支出

収 入 合 計
支 出 合 計
差　引　額

3,433,065 
2,608,349 
824,716 

費　　　目

歳 出 合 計

決算額
納　付　金
　本　山
　教　区
　組
印刷費
通信費
カレンダー費
教化助成費
　総　代
　仏　婦
　仏　壮
　キッズサンガ
事　務　費
振込手数料
営　繕　費
核家族対策費
火災保険
門徒会館耐震費
予備費

765,700 
427,700 
302,600 
35,400 
209,140 
226,716 
116,500 
190,000 
30,000 
80,000 
50,000 
30,000 
20,000 
31,830 

0 
0 

748,463 
300,000 

0 
2,608,349 

１

２
３
４
５

６
７
８
９
10
11
12

費　　　目

歳 入 合 計

予算額
門徒講金
　現金
　振替
貯金利息
会館利用費
繰越金

2,400,000 
400,000 
2,000,000 

284 
100,000 
824,716 

 
3,325,000 

１

２
３
４

費　　　目

歳 入 合 計

決算額
門徒講金
　現金
　振替
貯金利息
会館利用費
推進懇志余剰金
繰越金

2,478,000 
137,000 
2,341,000 

2 
160,000 
445,650 
349,413 
3,433,065 

１

２
３
４
5

2017（平成29）年度
門徒講金決算

収入

支出

2017/04/01～2018/3/31 2018/04/01～2019/3/31

残金　824,716 円

※１：HP運営費含む
※２：今年度分 
※３：残り40万

2017（平成29）年度の決算書は適正であることを認める

ご
報
告
い
た
し
ま
す

【
講
師
】
菅
原
昭
生
師
。【
参
詣
者
】
初
日
＝
昼
九
十
名
、

夜
＝
三
十
名
、
御
満
座
六
十
二
名
。【
お
鉢
米
】
山
根
優
、

中
﨑
清
人
、
森
上
芳
江
。

　

初
め
て
の
法
縁
は
、
山
陰
の
土
徳
を
感
じ
る
有
り
難
い

お
取
り
次
ぎ
で
し
た
。
法
要
総
代
様
、
仏
婦
役
員
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
恩
を
偲
び
ま
し
た

〔
法
事
勤
修
〕（
二
月
二
十
四
日
〜
五
月
六
日
）

専
徳
寺
納
骨
堂
受
付
中

　

卒
然
と
ご
往
生
さ
れ
た
村
重
総
代
。
春
に
な
っ
て
体
調

が
回
復
し
た
ら
復
帰
さ
れ
る
事
を
一
月
の
報
恩
講
の
前
に

約
束
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
住
職
と
な
っ
て
十
年
と
な

る
節
目
の
月
に
、
辛
い
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

穏
や
か
な
お
人
柄
で
、
い
つ
も
お
寺
を
支
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
特
に
平
成
十
三
年
か
ら
七
年
が
が
り
の
「
二

大
法
要
・
内
陣
修
復
事
業
」
で
は
、
総
務
部
部
長
と
し
て

重
責
を
担
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

長
年
の
総
代
と
し
て
の
ご
尽
力
、
深
く
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

【
長
野
】村
上
俊
郎
13
、
村
上
幸
一
25
、【
通
津
】木
村
多
美
恵

1
・
100
、田
中
蔵
生
1
、村
岡
隆
50
、故
谷
川
ヤ
エ
ノ
3
、実

平
信
代
50
、坪
岡
規
三
17
、村
田
昭
50
、佐
倉
裕
子
7
、阿
部

武
17
・
17
、村
重
京
子
13
、畑
中
和
博
3
、小
方
基
史
3
、米

本
徹
治
25
、
岡
田
道
秋
13
・
100
、
松
岡
祐
子
13
、
銀
文
子
13
、

河
本
潤
子
7
、中
本
絹
代
7
、西
岡
康
彦
3
・
25
、舘
沢
安
衣

7
、﨑
本
光
英
17
・
150
、
升
元
シ
ゲ
ヨ
1
、
静
間
義
昭
50
、
池

本
紀
代
子
13
、上
田
訪
代
3
、【
保
津
】土
井
ト
シ
コ
33
、大
木

孝
之
7
、賀
屋
英
治
25
、尾
崎
千
代
子
7
、穴
水
正
子
13
、清

原
洋
子
・
畝
挟
春
美
1
、
柳
原
利
規
33
、
赤
崎
忠
文
3
、【
青

木
】藤
本
茂
則
33
、米
本
住
夫
50
、徳
岡
紀
美
33
、広
田
恵
7
、

森
重
哲
夫
100
、
高
重
卓
武
25
、
広
重
国
衛
33
、
村
岡
厚
紀
50
、

【
黒
磯
】岸
本
満
宏
25
、地
中
憲
爾
3
、末
弘
利
昭
17
、【
藤
生
】

廣
中
亮
一
7
・
17
、
地
中
修
治
1
、
岡
迫
孝
和
13
・
13
、【
南

岩
国
】野
原
秩
次
33
、
重
岡
宏
1
、
山
根
ミ
ド
リ
3
、
大
﨑
蓉

子
25
、【
海
土
路
】森
口
明
雄
1
、古
江
益
嵩
7
、【
平
田
】山
方

修
13
、【
由
宇
】桑
野
友
博
17
、
澤
江
健
司
1
、
稲
本
順
子
7
、

【
市
内
】坂
田
洋
次
1
、【
六
呂
師
】池
田
浩
3
、【
周
防
大
島
】

田
名
加
美
和
3
、【
柳
井
】山
鍛
冶
保
1
、
廣
重
慎
也
17
、【
山

口
】中
本
広
志
1
、藤
本
靖
子
3
、【
名
張
】松
本
浩
3
・
松
本

三
郎
1
、【
菊
川
】広
中
勲
3
・
50
、【
横
浜
】眞
木
貴
央
1

村
重
悌
夫
総
代
ご
往
生

平成 年 月 日

　
　
三
十
三
回
忌
の
ご
縁
に

　
金
　
壱
拾
萬
円
也南

岩
国
　
野
原
　
秩
次 

様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〔
永
代
経
志
納
〕

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す    

〔
初
産
式
〕

◆
三
月
六
日

　

村
田
悠
貴
く
ん

　
　

錦
見　

村
田
憲
洋
・
雅
子
様

　

慈
光
の
中
、
お
健
や
か
に

〔
法
要
余
香
〕（
春
讃
仏
会
　
三
月
十
三
・
十
四
日
）

【
会
所
】
教
蓮
寺
【
講
師
】
溪
宏
道
【
参
加
者
】
坊
守
、
土

井
智
恵
子
、
岩
中
み
ど
り
、
梶
本
美
代
子
、
佐
倉
裕
子
、

半
田
洋
美
、
増
本
美
佐
江
、
三
井
初
美
、
村
中
久
子
、
河

本
多
喜
子
。

　

浄
土
宗
の
ご
本
尊
と
の
違
い
を
通
し
て
、
浄
土
真
宗
の

他
力
の
救
い
を
聴
聞
い
た
し
ま
し
た
。

〔
岩
国
組
仏
婦
総
会
〕（
四
月
二
十
七
日
）

　

四
月
か
ら
一
年
間
、
お
寺
を
次
世
代
に
確
実
に
存
続
・

発
展
さ
せ
る
た
め
の
学
び
の
場
「
未
来
の
住
職
塾
」
へ
通

い
始
め
ま
し
た
。
ご
門
徒
の
皆
様
に
も
、
現
在
の
お
寺
の

状
況
に
つ
い
て
、
率
直
な
ご
意
見
を
頂
戴
い
た
し
た
く
存

じ
ま
す
。

〔
未
来
の
住
職
塾
〕


	01
	02

